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別紙

委員長　　　　開会宣言
議長　　　　　あいさつ
町長　　　　　あいさつ

議案第63号

委員長　　　　本委員会に付託された議案第63号平成23年度長久手町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてを議題とする。議案第63号について執行部の説明を求める。
下水道課長　　議案第63号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第63号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
川本委員　　　今回このような消費税の誤りが起きたが、過去にはなかったか。
下水道課長　　税務署から問い合わせがあったことが発端である。３年時効であり、過去３年間確認したところ、同様の誤りがあり、今回３年分の修正申告をして納付する。

川本委員　　　時効として払わなくていい金額はどのくらいか。

下水道課長　　膨大な事務量で既に廃棄された書類もあるので、３年以前のものの書類の確認はしていない。担当者が事務引き継ぎで行ってきており、同様のやり方をしていた。
川合委員　　　水道は元々消費税を払っていたのか。
下水道課長　　水道については、愛知中部水道企業団が消費税を含めて徴収している。
川合委員　　　下水道使用料の消費税は取っているのか。
下水道課長　　下水道使用料は消費税を含んでいる。

川合委員　　　内税か。

下水道課長　　下水道使用料は、水道料金と併せて愛知中部水道企業団が徴収し、その内の下水道使用料分を愛知中部水道企業団から町に入れてもらう。内税である。

川合委員　　　最初から消費税としてこの会計の中に入っていたのか。
下水道課長　　消費税として入ってきている。

川合委員　　　下水道使用料で消費税をもらっていたのなら、消費税として今まで払った分もあるのか。

下水道課長　　消費税も併せて愛知中部水道企業団からもらっている。毎年、消費税の申告をして、配布資料の①の売上に係る消費税部分で出を計算した上で、消費税の申告をしてプラスになれば支払い、マイナスになれば還付してもらうという手続きを毎年行っている。
川合委員　　　得た消費税と払ったものに係る消費税を計算してどちらが多いかである。払った分の消費税が多ければ戻ってくるし、得た分の消費税が多ければ払わなければならない。そこで、繰越金や一般会計繰入金はなぜ課税対象になるのか。
下水道課長　　仕入れた額と売上げた額の差し引きで、売上が多ければその分の消費税を払う。仕入れが多ければ還付してもらえる。ただ、公共団体が行っている消費税については、元々消費税が掛かっていないお金がある。それが一般会計繰入金でこれは元々は税金である。補助金も元々税金である。消費税の掛かっていないものに対して、消費税も含んで仕入れたという形は取れないので、特定収入という公共団体が用いている扱いで、売上から除外できないという扱いをしている。
委員長　　　　昭和税務署管内で似たような案件は起きているのか。配布資料の②特定収入により賄われた仕入れに係る消費税や③特定収入以外により賄われた仕入れに係る消費税と言われてもわかりにくい。抜本的に解決する方法はないか。
下水道課長　　昭和税務署管内の他市町の状況はわからない。今回、一般の取引でなく特殊性があり、公共団体が申告するものであり、税務署も信用する形で手続きを行っていた。今回、別に農村集落家庭排水の特別会計で還付申告したところ、取り扱いの違いが見つかった。消費税の申告は、難しく膨大な時間を要することから、今まで申告するにあたって、前任者の引き継ぎを受けてやってきたところに間違いがあった。間違った点を精査して消費税の申告に関する手順書を作成して、税務署と協議しながらダブルチェックできる形を取りたい。
委員長　　　　建設部のその他事業の中で、申告に関する不手際はあったか。
下水道課長　　消費税に関して、今回、公共下水道事業特別会計で補正予算を計上した。また、農村集落家庭排水事業特別会計でも同様に修正申告をするが、これは予算内で申告できるので補正予算は計上しない。なお、建設部の中では、他に不手際はない。
川合委員　　　配布資料の②特定収入により賄われた仕入れに係る消費税の中で、受益者負担金は特定収入になるのか。
下水道課長　　受益者負担金は特定収入となり、消費税が掛かっていない。特定収入かどうかの判断は、消費税が掛かるかどうかである。
川合委員　　　一般会計繰入金は消費税が掛かっていないといえども、どちらでもいいものである。税務署の言うとおりに受け入れたのか。
下水道課長　　消費税の申告については、色々な研修会、講習会にも参加している。確定申告と同じように消費税の申告の仕方というパンフレットがある。この中に特定収入の取り扱いで、公共団体で扱われているお金についての種類分けが記載してあり、それに従っている。
川合委員　　　一般会計繰入金が消費税控除対象外というのは納得いかない。税務署の言いなりである。異論は述べなかったのか。
下水道課長　　国、地方公共団体、公共公益法人等と消費税のパンフレットが国税庁から出ている。特定収入に該当する事項の例示として他会計からの繰入金（国、地方公共団体に限る）が揚げられている。ただ、今回申告にあたって、どのような物が対象となるかがわかったので、財源をどのように振り分けるかによって、節税対策が取れると思われるので検証したい。
浅井委員　　　我々も事業主として消費税は納めている。売上に関して100の売上があると、みなし仕入率というのがある。例えば一般小売だと、みなし仕入率は約80％で商品の仕入れに関する費用である。80％に対して５％が消費税が係っているということである。消費税を納めるときには、５％の内の2％を税務署に納める。地方自治体に関しては、細かく分類がされているが、控除対象外とされる補助金や交付金は元は税金であるので課税されるのはおかしい。また、一般会計繰入金は収入があって消費税を含む物と含まない物がある。繰越金も事業を行っていく上で消費税も含んで納めるので払った残りが繰越金になるので、その繰越金について消費税を払わなければいけないということも理解できない。仕入に係る消費税として納めなければいけないもの、納めなくていいものについて厳しく分類して、次の会計年度に送っていく準備ができたと理解していいのか。
下水道課長　　そのような理解をしているが、基本的にみなしという部分はない。入と出を全て洗い出し、財源がどこにあるかを分類して行っている。ただ、みなしの部分で１つ言えば、繰越金は入と出の差額が翌年度に繰り越されるが、その繰越金の使途を目的とされているものと目的とされていないものとに分類して、その取り扱いが違うということで、一部みなし的な課税がされている部分もある。また、起債償還金についても、利子は必要経費として除けるが、元本については何に使われたかが問題となる。平成22年度の申告でいくと、借入れから５年間返済がないので、平成３年度分から平成16年度まで、その間借りていた部分を償還するにあたって、償還する金額がその当時、何のために借りたのか、例えば、土地を購入するために借りれば、土地については消費税の対象外であり、同じ起債償還でもその分を除外した残りに掛かる。古すぎてわからない場合、一定の率で計算する。そういった部分でいけば、一部みなし的な取り扱いになる。
委員長　　　　他にないか、なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。ないか。

ないので、次に賛成討論を行う。ないか。

　　　　ないので、採決を行う。議案第63号平成23年度長久手町公共下水道

事業特別会計補正予算（第１号）について原案に賛成の委員の挙手を求
める。

挙手全員である。よって議案第63号については原案のとおり可決することに決した。

議案第79号

委員長　　　　次に議案第79号愛知中部水道企業団規約の一部を変更する規約についてを議題とする。議案第79号について執行部の説明を求める。

下水道課長　　議案第79号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第79号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
    　　　　　なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。ないか。

ないので、次に賛成討論を行う。ないか。

　　　　ないので、採決を行う。議案第79号愛知中部水道企業団規約の一部

を変更する規約について原案に賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第79号については原案のとおり可決することに決した。

議案第78号

委員長　　　　次に議案第78号尾張農業共済事務組合規約の一部を改正する規約についてを議題とする。議案第78号について執行部の説明を求める。

産業緑地課長　　議案第78号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第78号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。ないか。

ないので、次に賛成討論を行う。ないか。

　　　　ないので、採決を行う。議案第78号尾張農業共済事務組合規約の一

部を改正する規約について原案に賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第78号については原案のとおり可決することに決した。

議案第68号

委員長　　　　次に議案第68号長久手市使用料及び手数料条例の一部を改正する条例についてを議題とする。議案第68号について執行部の説明を求める。

税務課長　　　議案第68号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第68号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
浅井委員　　　臨時運行の事例は何か。
同課長補佐　　車検取得のため車検場への車両提示のための運行、車検整備のための工場への運行、売買のための決まった場所への運行等がある。

副委員長　　　仮ナンバーの申請は税務課にするのか。

同課長補佐　　市町によっては市民課で受け付けている所もあるが、本町は税務課で申請を受け付ける。
浅井委員　　　事業主への周知はどのようか。
同課長補佐　　周知は広報、ホームページ等を予定している。

浅井委員　　　商工会の会員も約半数が事業主である。そのような所も利用してはどうか。

税務課長　　　参考とする。

川本委員　　　広報やホームページだけではなく、自動車修理店や販売店等の事業主に、ある程度アピールすることが必要であるがどうか。

税務課長　　　参考とする。
川合委員　　　件数はどのくらいか。
税務課長　　　近隣市を調べたところ、１件／日程度である。

委員長　　　　他にないか、なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。ないか。

ないので、次に賛成討論を行う。ないか。

　　　　ないので、採決を行う。議案第68号長久手市使用料及び手数料条例

の一部を改正する条例について原案に賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第68号については原案のとおり可決することに決した。

議案第69号

委員長　　　　次に議案第69号長久手町税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例についてを議題とする。議案第68号について執行部の説明を求める。

税務課長　　　議案第69号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第69号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
副委員長　　　第３条関係の肉用牛の売却による事業取得に係る市民税の課税の特例の規定の改正内容だが、特例の対象となる肉用牛の交雑牛の売却金額が、100万円から80万円に下げられたのか。
税務課長　　　肉用牛については、今までは交雑牛等の種別はなく、売却価格100万円未満のものについて特例の措置内容の対象になっていた。今回、改正により肉用牛の内、交雑牛は売却価格80万円未満のものというように金額が下げられた。

浅井委員　　　第２条のうち第34条の７関係の寄附金税額控除規定の改正で、寄附金5,000円未満も控除対象となるのか。
税務課長　　　改正前は、適用下限額が5,000円だった。例えば、6,000円の寄附をした場合に控除額は1,000円となる。今回、改正して、適用下限額が2,000円になったので、同じ6,000円の寄附をした場合、4,000円の控除が受けられることになる。

委員長　　　　他にないか、なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。ないか。

ないので、次に賛成討論を行う。ないか。

　　　　ないので、採決を行う。議案第69号長久手町税条例等の一部を改正

する条例の一部を改正する条例について原案に賛成の委員の挙手を求

める。

挙手全員である。よって議案第69号については原案のとおり可決することに決した。

議案第72号

委員長　　　　次に議案第72号尾張市町交通災害共済組合規約の一部を改正する規約についてを議題とする。議案第72号について執行部の説明を求める。

安心安全課長　議案第72号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第72号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。ないか。

ないので、次に賛成討論を行う。ないか。

　　　　ないので、採決を行う。議案第72号尾張市町交通災害共済組合規約

の一部を改正する規約について原案に賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第72号については原案のとおり可決することに決した。

議案第73号

委員長　　　　次に議案第73号尾張東部衛生組合規約の一部を変更する規約についてを議題とする。議案第73号について執行部の説明を求める。

環境課長　　　議案第73号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第73号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。ないか。

ないので、次に賛成討論を行う。ないか。

　　　　ないので、採決を行う。議案第73号尾張東部衛生組合規約の一部を

変更する規約について原案に賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第73号については原案のとおり可決することに決した。

議案第74号

委員長　　　　次に議案第74号尾張旭市長久手町衛生組合規約の一部を変更する規約についてを議題とする。議案第74号について執行部の説明を求める。

環境課長　　　議案第74号について説明。

委員長　　　　説明は終わった。これより議案第74号に対する質疑等を行う。質疑及び意見のある委員は挙手を願う。
なければ、質疑及び意見は以上で終了する。続いて討論採決を行う。最初に反対討論を行う。ないか。

ないので、次に賛成討論を行う。ないか。

　　　　ないので、採決を行う。議案第74号尾張旭市長久手町衛生組合規約

の一部を変更する規約について原案に賛成の委員の挙手を求める。

挙手全員である。よって議案第74号については原案のとおり可決することに決した。

　　　　　　　（説明者退席）

委員長　　　　　次に、閉会中の継続調査についてお諮りする。

　　　　　　委員のお手元に配布してあります継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査したいと思うが、異議ないか。

　　　　　　（異議なしの声あり）

　　　　　　　異議ないものと認める。継続調査申出事件一覧表を私から議長に申し出ておくから、ご了承願う。

なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任してもらえるか。

（異議なしの声あり）

異議がないのでそのように取り計らう。以上で建設環境委員会を閉会する。

午前１１時７分閉会　　　

以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２３年１２月１３日

建設環境委員会委員長　田崎あきひさ
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